
日吉津村地方創生推進会議

令和４年１１月２５日（金）

　１４：００～１５：３０

ヴィレステひえづ第１会議室



地方創生と日吉津村総合戦略

地方創生の目指すべき将来 第２期日吉津村地方創生総合戦略

将来にわたって
「活力ある地域社会」

の実現

人口減少を和らげる

結婚・出産・子育ての希望を
かなええる

魅力を育み、ひとが集う

地域の外から稼ぐ力を
高めるとともに、

地域内経済循環を実現する

人口減少に適応した
地域をつくる

東京圏へ一極集中の是正

基本目標１ 住んでみたい、住み続けたいむらづくり

①移住・定住促進　　　　　　　　　　②シティプロモーションの推進

③地域とつながるにぎわいの創出　　　④未来技術の活用

基本目標２ 妊娠・出産・子育てしやすいむらづくり

①結婚支援　　　　　　　　　　　　　②日吉津版ネウボラの深化

③教育の充実　　　　　　　　　　　　④子育て拠点施設の活用

基本目標３ 働き続けられるむらづくり

①持続的な地域経済の実現

②農業の活性化

基本目標４ 魅力あふれるむらづくり

①人がつながるコミュニティづくり　　　②いきいきと暮らせる環境づくり

③安心・安全なむらづくり



これからの地方創生と日吉津村総合戦略

国 日吉津村

目指すべき中長期的な方向性
を提示し地方の取組を支援

自らが目指す社会の姿を描き、
自主的・主体的に構想の実現に向けた

取組を推進

デジタル田園都市国家構想基本方
針（R4.6）

「デジタル田園都市国家構想総合
戦略（仮称）」策定（R4年内）



デジタル田園都市国家構想

デジタルの力を活用した
地方の社会課題解決

①地方に仕事をつくる
②人の流れをつくる

③結婚・出産・子育ての希望を叶える
④魅力的な地域をつくる

構想を支える
ハード・ソフトの
デジタル基盤整備

デジタル人材の
育成・確保

誰一人
取り残されないための

取組



デジタル田園都市国家構想

デジタルの力を活用した
地方の社会課題解決

①地方に仕事をつくる
②人の流れをつくる

③結婚・出産・子育ての希望を叶える
④魅力的な地域をつくる

①地方に仕事をつくる
・中小・中堅企業のDX　　・スマート農林水産業・食品産業
・観光DX　　　　　　　　・地方大学を核としたイノベーション創出
・地方と海外を含めた他地域とのつながりを強化

②人の流れをつくる
・「転職なき移住」の推進等地方への人材の還流
・関係人口の抄出・拡大、二地域居住等の推進
・地方大学・高校の魅力向上　　　　　・女性に選ばれる地域づくり

③結婚・出産・子育ての希望を叶える
・デジタル技術を活用した子育て支援等の推進　　　・結婚・出産・子育てへの支援
・仕事と子育て・介護が両立できる環境整備

④魅力的な地域をつくる
・質の高い教育、医療サービスの提供　　　・地域コミュニティ機能の維持・強化
・公共交通・物流・インフラ分野のDXによる地方活性化
・まちづくりDX　　　・地域資源を活かした個性あふれる地域づくり
・防災・減災、国土強靭化等による安心・安全な地域づくり

⑤地域の特色を活かした分野横断的な支援
・デジタル田園都市国家構想交付機等及び地方財政度地の着実な実施
・スマートシティ関連施策の推進



デジタル田園都市国家構想×日吉津村経営方針×推進会議

＜ 地方に仕事をつくる ＞ 仕事づくりと稼ぐ地域の実現　

・がんばる地域プラン事業の周知を進め、農業者の
意見を聞きながら推進を図ります。
・農地の集約を進め、分散している農地を農業者単
位でまとめ、農業者が効率的に作業を行えるように
していきます。
・農道や水路の改修など、効率的な農業が行えるよ
う環境整備を行います。
・農業委員会用務においてタブレットを活用し、農
地の最適化を図ります。
・多様な場面を活用して、「食」への関心の向上を
図ります。
・新型コロナや物価高騰などに柔軟に対応していき
ます。
・村内企業と連携し、サイクリングをコンセプトと
した広域的な観光の振興を図ります。

・雇用と教育に力を入れることにより人口増加を図る。
・起業者を増やすための補助金を活用したい。
・農業存続のため若い年代の担い手の確保が重要だと
感じます。

令和５年度 日吉津村行政経営方針 令和４年度 日吉津村地方創生推進会議委員意見





デジタル田園都市国家構想×日吉津村経営方針×推進会議

＜ 人の流れをつくる ＞ 地方への人の流れの強化　

・「ひえづのファン」が増えるように、特にSNSや
ホームページなどデジタル媒体を用いた情報発信を
行います。
・国道431号沿道の商業系地区計画の導入を進めます。
・住宅建築可能な土地を掘起すとともに空き家を解
消するため、アンケート調査による地主への連絡を
強化し流動化を促します。
・日吉津村の移住定住に係る支援施策や各種情報に
ついて、ホームページを活用して広く周知します。
・日吉津村が生活圏域ではない方が、日吉津村に魅
力を感じ移住先として選択できるよう、県が主催す
るオンラインイベント等を活用しPRを進めます。
・移住者が日吉津村になじみ活躍できるよう、地域
での受け入れを支援します。

・転入理由「なぜ日吉津村？」について転入者のアン
ケートにより、日吉津の強みを更に充実させる施策を
検討していきたい。（様々な施策の根拠を明確にすべ
し！）
・IT人材を育成する専門学校、IT企業誘致を行い、産
業育成と人材育成を図る。働く場所の近くに人は生活
する。（成長産業はIT）
・海浜エリアの活性化にあわせて「インスタ映え」す
るスポットを設けて、一般の方にPRしてもらってはど
うか。
・SNSは、誰でも投稿し情報発信できることが特徴。
地方公共団体が自ら発信した件数のみならず、一般の
方に投稿してもらった件数に注目してはどうか。
・インスタグラムへの投稿は若者の目にも留まりやす
いと思います。見栄えの良い料理の写真などは特に関
心を集めると思います。
・ホームページのわかりやすさ、情報の得やすさは村
の印象に関わる部分でもあると思うので、住民にとっ
ても他地域の方にとっても重要な点だと感じます。
・ワーケーションの誘致を進めることで、交流人口を
増加させてはどうか。

令和５年度 日吉津村行政経営方針 令和４年度 日吉津村地方創生推進会議委員意見





デジタル田園都市国家構想×日吉津村経営方針×推進会議

＜ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる ＞ 結婚・出産・子育てしやすい環境整備　

・認定こども園化を行い、「ミライトひえづ」の機
能を活かした特徴のある幼児教育を実施していきま
す。
・「ミライトひえづ」の職員同士の情報共有や職員
研修の時間を確保して、資質向上を図ります。
・「ミライトひえづ」と連携を図り、保護者への指
導助言、情報提供等を行い、家庭での生活習慣改善
に結びつけます。
・「ミライトひえづ」と「日吉津小学校」がつなが
りのある指導を行い、子どもたちの生活や学びの基
盤を保障します。
・子どもの豊かな活動を提供するために、コミュニ
ティ・スクールの活動を中心に、教育活動の支援を
地域に拡げます。
・GIGAスクール構想に基づき、児童が端末をより活
用できるよう指導技術の向上や環境整備を行います。
・日常的に英語に触れる環境を活かして、子どもが
積極的にコミュニケーションをとる力を育みます。

・妊娠から出産、子育て期の親子を切れ目なく支援す
る取り組みが注目されます。複合型子育て拠点施設
「ミライトひえづ」がオープンすることで、村民の皆
さんにどんなメリットがあるのかを分かりやすく広報
されることを望みます。
・「日吉津村小学校の取組や子育て施策が充実してい
る」という声が聞かれるということですが、どの施策
のことか把握して、充実させたり広報のあり方を工夫
すべきです。

令和５年度 日吉津村行政経営方針 令和４年度 日吉津村地方創生推進会議委員意見



デジタル田園都市国家構想×日吉津村経営方針×推進会議

ミライト日吉津の説明　１ペーパー　



デジタル田園都市国家構想×日吉津村経営方針×推進会議

＜ 魅力的な地域をつくる ＞ 豊かで魅力あふれる地域づくり

・海浜エリア活性化計画に基づく事業展開を行います。
・海浜運動公園などの指定管理者制度の導入について検
討します。
・近い将来マイナンバーカードの利用が必須となること
から、引き続きカードの申請受付機会を確保し取得につ
なげます。
・行政サービスの電子化を進め、村民の利便性の向上と
事務の効率化を図ります。
・ごみのない村の環境づくりを推進します。
・自然エネルギーを有効活用できる蓄電池等の導入を検
討します。
・防災士の研修および防災士間の情報交換等を実施し、
地域での防災活動の充実につなげます。
・減災のためのデジタル技術の活用について検討します。
・交通安全指導員と共に交通安全の啓発活動を継続しま
す。
・郷土の優れた芸術家の活躍にふれる機会を創出します。
・健康ポイント事業の充実を図り、インセンティブによ
り、健康寿命延伸を図ります。
・地域での出かける場を創出するとともに、身近な相談
場所となるよう、自治会公民館において実施する相談会
を継続的に実施します。
・デジタル技術を活用し、見守りやフレイル対策を推進
します。

・地方創生として、米子日吉津商工会も取り組んでい
ます。サイクリストの聖地化は観光としての位置付け
だけではなく、➊国交省からNCR指定を受ける事によ
る、優先的な国県市町村道の整備交付金の獲得と建設
業工事受注高向上に繋がる　❷道路の歩道、車道、自
転車道等が整備させる事で、安全で快適な道となり、
災害・緊急時の車幅確保にも繋がる　❸通勤・通学の
2次交通機能の拡充による住民の利便性向上に繋がる　
❹自転車はエコであり、脱炭素・ＳＤＧｓ施策にも繋
がり、旧うなばら荘温泉とヴィレステ日吉津との健康
構想にもなる　以上の要素もありますので、ソフト事
業・ハード事業等を総合的に取組んだ方が効果が表れ
ると考えます。

令和５年度 日吉津村行政経営方針 令和４年度 日吉津村地方創生推進会議委員意見





デジタル田園都市国家構想×日吉津村経営方針×推進会議

＜ 地域の特色を活かした分野横断的な支援 ＞ 多様な主体が参加する地方活性化

・高齢者スマホタブレット教室など地域課題に対応
した講座を継続します。
・中高生が地域の行事やボランティアで活躍できる
よう支援します。
・コミュニティ・スクールを中心に、地域人材の発
掘を行い、ボランティアスタッフと連携しながら体
験活動の充実を図ります。
・コミュニティ組織と支援スタッフが協働して地域
課題の解決に取り組みます。
・各部署が連携してコミュニティ活動が推進できる
よう情報共有します。
・「村長への手紙」として村民が直接行政へ意見を
提出する機会を拡大します。
・CATV加入率向上のため、村民の意見募集・アン
ケート調査等を行います。
・ボランティアをしたい人が活動につながるよう、
社会福祉協議会と連携しボランティアのニーズを把
握し情報提供を行います。
・地域の多様な人材が活躍できるよう、デジタル技
術を活用しながらボランティアと継続して繋がり、
情報の共有を行います。

・ヴィレステひえづで行われるサークル活動やイベン
トへの学生ボランティアを募ることで、コミュニティ
づくりが促進され、学生の日吉津村への関心も深まる
のではないかと思います。
・誰一人取り残されないSDGsの理念を実現するため
には、デジタルデバイドの解消が必要でありスマホが
使えない高齢者を対象とした講習会の実施が必要であ
る。

令和５年度 日吉津村行政経営方針 令和４年度 日吉津村地方創生推進会議委員意見




